
















まとめ 

 われわれが経験した五胎児は,五児とも生育できた例としては,わが国で第 3例日に当る。

五児の総出生体重は8.184kg,平均出生体重1,637gで,1980年の上木例と在胎週数も同じで

平均出生体重も同程度であるが,Ⅰ,Ⅴ児と他の三児間の体重差が著明であったが,早期入

院ベット安静によって,早期産の予防と胎児の発育を測り,帝王切開を適応することによっ

て,多胎児分娩に伴う分娩障害をさけ,未熟児に起こる呼吸窮迫症候群,代謝異常または感

染症などの早期新生児期の合併症を最少にとどめたことが,新生児および乳児期の保育を

成功させた要因と考えられる。 

 五胎児保育に伴う家庭的並びに社会経済的な困難はあるが,今後とも良好な成長発達が

期待できる。 


